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KHJ調査とは
公開年 家族 本人

2004 529
2005 362
2006 603
2007 540 5
2008 331 53
2009 426 83
2010 383 91
2011 332 82
2012 371 106
2013 312 92
2014 478 140
2015 310 58
2016 362 89
2017 399 119
2018 544 85
2019 304 52
2020 369 101
2021 252 48

計 7207 1204

• 2004年から18年間に渡って、
KHJ全国ひきこもり家族会連
合会の全国⽀部で開催され
ている⽉例会の参加者を対
象に年１回の実態調査を実
施。
• 2007年からはひきこもり本
⼈を対象とした調査を開始。
• 学術論⽂として公刊される
だけでなく、ひきこもりの
現状を知るための基礎資料
として、新聞等のメディア
にも多く引⽤されている。
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家族調査の概要
父親 母親 他 不明 男 女 不明 年齢 期間 開始

2004 22.5 69.5 8.0 83.8 16.2 0.0 27.6 4-6年
2005 24.6 64.9 4.4 6.1 83.7 14.6 1.7 28.1 7.5 13-22
2006 77.3 12.6 10.1 29.5 8.6 13-26
2007 26.3 69.8 2.2 1.7 81.3 17.0 1.7 29.6 8.5 21.1
2008 33.2 61.3 2.7 2.7 82.1 16.1 1.8 30.1 8.9
2009 30.8 65.3 1.2 2.8 80.0 16.2 3.8 30.2 8.8 21.2
2010 31.1 62.9 1.0 5.0 76.0 19.8 4.2 30.3 9.6 19.6
2011 31.0 61.7 1.8 5.4 75.6 19.0 5.4 31.6 10.2 19.9
2012 26.6 62.9 1.4 9.2 74.0 16.7 9.3 31.4 10.3 19.9
2013 29.2 65.4 1.9 3.5 76.0 19.2 4.8 33.1 10.5 20.1
2014 26.2 69.2 1.3 3.3 75.7 21.3 2.9 33.1 10.7 19.9
2015 28.2 70.1 1.3 0.3 79.1 20.9 0.0 33.2 10.2 20.4
2016 24.7 73.3 1.6 0.3 79.5 20.5 0.0 32.7 10.8 19.4
2017 25.8 70.4 1.0 2.8 79.2 18.0 2.8 33.5 10.8 19.8
2018 24.1 72.8 2.2 0.9 74.8 24.3 0.9 34.4 9.6 19.6
2019 26.3 71.4 1.3 1.0 78.9 20.7 0.3 35.2 9.8 19.7
2020 23.0 74.5 1.6 0.8 77.2 22.5 0.3 35.3 9.1 20.3
2021 21.0 76.6 0.8 1.6 70.2 29.0 0.8 34.4 9.1 19.6

家族の性別 本人の性別 本人
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ひきこもり本⼈の年齢と
ひきこもり開始年齢の推移
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KHJ親の会の⽀部数の推移
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助成事業
• 平成28年度 厚⽣労働省社会福祉推進事業により「⻑期⾼年齢化したひ
きこもり者とその家族への効果的な⽀援及び⻑期⾼年齢化に⾄るプロセ
ス調査・研究事業」

• 平成29年度、厚⽣労働省社会福祉推進事業により「潜在化する社会的孤
⽴問題（⻑期化したひきこもり・ニート等）へのフォーマル・イン
フォーマル⽀援を通した「発⾒・介⼊・⾒守り」に関する調査・研究事
業」

• 平成30年度 厚労省社会福祉推進事業により「⻑期⾼年齢化する社会的
孤⽴者(ひきこもり者)への対応と予防のための「ひきこもり地域⽀援体制
を促進する家族⽀援」の在り⽅に関する研究

• 令和元年度 厚労省社会福祉推進事業「地域共⽣を⽬指すひきこもりの
居場所づくりの調査研究事業」

• 令和２年度 厚労省社会福祉推進事業「⾏政と連携したひきこもりの地
域家族会の活動に関する調査研究事業」
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